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研究開発の概要 

  

ＩＣカードサイズまでに究極に小型化された超小型汎用コミュニケーション端

末を実現するために必要な、基盤ハードウェア及び基盤ソフトウェア技術の研

究開発を本研究開発課題の目的とする。こうした端末を究極まで小型化するた

めには、単なる既存技術をチューニングしたり、実装技術のノウハウの蓄積だ

けで実現することは不可能である。ハード・ソフトの両面から、従来とは全く

異なる方式によるブレークスルーが必須である。本研究開発課題は５つのサブ

テーマからなる。①ソフトウェア制御型の RFID マルチプロトコルＲ／Ｗの研究

開発。 

②ヒューマンフレンドリなユーザインタフェースをコンパクトかつ高性能で実

現するために、サーバークライアント間で不可分散が実行環境に応じて動的に

できるブラウザの研究開発。 

③これらの要素技術を一つのプラットフォームに統合するためのＵＣプラット

フォームアーキテクチャの研究開発。 

 

ネットワーク

データベース
無線通信

サブテーマ２：
サーバーとの間で
協調処理を行うブラウザ

サブテーマ２：
サーバーとの間で
協調処理を行うブラウザ

様々な種類のＲＦＩＤ（パッシブ型）

超小型汎用
コミュニケーション端末

様々な種類のＲＦＩＤ
（アクティブ型）

サブテーマ１：
様々な種類のRFIDを
同時に読み取ること
ができる

サブテーマ１：
様々な種類のRFIDを
同時に読み取ること
ができる

サブテーマ３：
超小型・コンパクト・
低消費電力を実現する
統合アーキテクチャ

サブテーマ３：
超小型・コンパクト・
低消費電力を実現する
統合アーキテクチャ
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